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は じ め に

八戸市南浜漁業協同組合地先に蔚いては､最近クコ箱を引上げると､クコが くわえ込んだと思われる

ホクテガイが箱の甲で発見される様に売 り､ホクテガイが繁殖 しているのでは充いかとの尊で本調査を

実施した｡

調 査 方 法

o調査期日;昭和 45年 5月 29--30日

o 調査地点 ;第 1図に示 した 14地点

o調査事項 ;
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●タ
質底 田村式採泥器で採泥 し､標準節で簡別して粒子組成を求めた○

ホクテガイ充らびに底生生物 ;開口2.55m･､網目5.5cmLのホクテガイ桁網を約 100m/U,I,7

の速変で 10- 33分間曳網して採集 した｡ ホクテガイについては個体数､障害輪数､穀の大き

さ､重量を､その他の生物については個体数を測定した｡
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第 2図 底質中の泥分 (0.125劾))含 林 曲線

第 3図  1,ooo″当リホタテガイ生息数

徹 ) 桁網の漁獲効率 15%と して

調 査 結 果

(|)底 質

第 2図 に示した様

に、一般に泥混 じ.り

の砂質のところが 多

かった力ゞ、大久喜～

大蛇沖合の 2,500

～ 6,000π付近の水

域においては泥分の

含有量が非常に多く

なっていた。

(||)ホ タテガイの分布

状態

桁網の漁獲効率を

15%と した場合の

1,000″当 りのホ

タテガイ生員の生息

数は第 3図のとおり

であった。 これで見

られる様に、分布の

中心は大久喜～大蛇

の沖合 4,000～

10,000π付近で、

その水深は 5←イ 0

πに及ぶ水域であっ

た。なおこの水域は

また底質の泥分含有

量が多い場所とやや

一致 している傾向が

あった。泥分含有量

が多い場所、すなわ

ち底層水が停滞気味

の安定 した場所にお

いては、ホタテガイ

の定着や生残 りが よ

″ π
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第 4図 1,n∩O㌦ 当 .りホクテガイ死穀数(註) 桁網の漁獲効率 15% として いのでは夜いかと想像される｡第4図に示 した様に､同水域の沖合

にかけては､ホクテガイの死穀も可成 b多

数見られた｡(iii) ホクテガイの資源

量桁網の漁獲効率を15% とし､第3図の点線で示 した範囲内のホクテガイの

資源量を､その生息暫定と面積から計算す

ると､ホクテガイの資源量は個体数 とし

て ln5,6n



(∨)その他の底生生物

10分間曳網当 別に換算 した底生生物の採捕数は第 2表の様 であ った｡ 水深 50m以浅の場所にニ

ッポンヒトデが苦 るしく多かった｡また調査地点 12では最近-い死 した と思われるイクヤガイ (檀

く少数は生考 もあ った)が多数採集された0I

第 2表 10分間曳網当 _bの底生生物採捕数

調査地点種類 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l

l 12 13 14ホ ク テ ガ イイp ク ヤ ガ イカ ガ ミ ガ イエ ブ イ シ カ ゲ ガ イヤー,ツ シ ロ ガ イも ス ソ ガ イツ メ タ ガ イ羊 ツ ボ ン ヒ ト デヒ. ..ト デイ ト マ キ ヒ ト デア カ ニ チ リンヒ トデク コ ヒ ト デス ナ ヒ ト デモ ミ ジ ガ イツ ガ ノレ ウ ニ (1)2102400 (1)410550 112050511 (ll)11505505510(0.8)0_82020 2201.53.50.75.52 1505010105(0.5)1.50.5252.5100.51.50.50.5 12001015021 0.629.42.91.20.6(0.4)0.417.85.4(500)4.72.l60.72.70.7555221.81.52 0.945.50.60.50.950.5(5.8)5.

6(0.5)15.50.90.61.55.0ブ ン ブ ク チ ャ ガ ママ ナ マ コカ イ メ ソ ヤ ドカ リ 1022 122 122 1.80.占1.8 1.

11.4 0.90.51_80.50.5 0.90.9ヒ ラ ツ メ ガ ニマ ボ■ ヤヒ ラ メナ メ タ ガ レ イそ の 他 の カ レ イ 51 1.20.6

1_2 1.10.40.40.8 0.720.ラ 0.50.5そ の 他 の 魚 _類 1



考 察

大久喜～大蛇沖合4- 1OKm､水深 50- 70mの水域にホクテガイが分布している事が確認された｡

しかしその密生は1,000m2当 910.46個と低いものであった｡また総資源量も個体数で105,600

個､重量で9,300Kgと､これまた余.り多い量では夜か ったoまた生息場所の水深が深い為か､その成

長は陸奥湾内のものよbl年以上劣っている様であった｡この結果か ら考えて､この資源を漁獲の対象

とする事は出来をいが､外海にもホクテガイが繁殖している事は貴重を発見であ.り､ホクテガイの外海

放流専業の可能性を示唆するものと考え られる｡また外海放流の為の適地を知る為に大いに参考に浸る

点が得られたものと思われるo
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